
 

 

 

 

 

 

 

  

～HP より～ 

                                            バレーボールの応援に白山郷体育館に向かいました。  

試合前練習が良かった。限られた時間内にきびきび

と動く姿からやる気を感じました。試合が始まると後

輩たちが精一杯の声でリズムよく応援します。選手た

ちにも笑顔が見られ、緊張感とリラックスがいいバラ

ンスで楽しんでいる様子。初戦は勝利、２回戦で強豪

のクラブチームと対戦し敗退となりましたが精一杯

闘いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～HP より～ 

 ハンドボールは初戦敗退したものの、 

県大会出場をかけての試合が行われました。 

試合は板津も相手チームも試しながら進め 

ている様子。パス回しがかみ合わず、もどか 

しい場面も。後半には１年生も短い時間 

ながら出場し、大会の経験を積みました。 

結果は勝利！  

県大会出場です！おめでとう！ 
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校長 太田多門   

小松市立板津中学校   

～ワクワク創出 生徒まんなか 板津中～  

板津カラーに学校を染めよう！   

学 校 だ よ り   

バレー部  部長 中島 依睦    

 ～抜粋～ 私はバレー部で部長を経験し、人をまとめる力や自分がチームの中で１番最初に積極的に行動す

る力がつきました。また部活を通して最後までやり抜く力がつきました。あらためて部活を通して礼儀や感謝

を意識することができました。最初は消去法で入って、トレーニングやプレーがうまくいかず辛いこともあっ

たけど、楽しいことやいい思い出もできて、バレー部に入ってよかったと感じました。これまで２年半部活を続

けてこれたのは家族や周りの支えや応援があったからだと思います。～ 

ハンドボール部  神島パボロ    

 ～抜粋～ 部活動を通してチームで戦う大切さを学ぶこと

ができました。今まで大変な練習をしたり、怒られたりしたこ

ともあったけど、みんなでブロック大会を全力で取り組むこ

とができました。そして県大会で勝てるように、まずはパスミ

ス、キャッチミスを減らしていきたいです。～チームの目標は

去年の先輩たちの記録を超えることです。自分たちのためで

もあるし、去年の先輩たちのためにも頑張りたいと思いまし

た。そして２年半もハンドを教えてくれた安田先生のために

も頑張りたいです～ 
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～HP より～ 

テニスを応援にいく頃には雨脚が徐々に強くなっていました。 

初日は団体戦です。コートが濡れておりボールが弾まず、足も 

取られる中での闘い。男子は気合の雄たけびを挙げながら気迫 

を感じる試合でブロックリーグ完全勝利！女子もリーグでの 

勝利の後、決勝トーナメントでも初戦勝利を納めました。 

団体戦は男女ともに県大会出場です！おめでとう！  

翌日は個人戦。昨日は雨に打たれましたが、今度は風。 

かなりの強風にボールがあおられ、苦しい試合が続きましたが 

健闘！ 男子３ペア、女子４ペア、県大会出場です！ 

 

三日目は初日に雨で流れた団体戦順位決定戦が行われました。 

初日は雨、二日目は風、そして三日目のこの日は曇り。 

日差しも暑すぎず、テニスをするにはちょうど良い環境です。 

試合は互いに声をかけあっていい雰囲気です。苦戦する場面も 

ありましたが、男女ともに決勝まで勝ち進みました。 

最後の勝負！ なんと男女ともに優勝を勝ち取りました。 

男子では個人戦で優勝した相手ペアに競り勝ったこともあり                           

大喜び！ おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス部  部長 表 優莉奈 

～抜粋～ 私は小学５年生のときから約４年間、今の監督のもとでテニスをしてきました。あまり強い方

ではなかったけれど、その時からずっと私の夢は北信越出場で、そのためにたくさん努力を積み重ねてきま

した。ですが２年の後期に右足の膝をけがして手術をしなければいけなくなりました。２年の後期というの

は私たちにとって一番大切な時期で手術をするか迷いましたが医者にはこのまま放置すると右足が使えなく

なってしまうと言われ手術を決めました。～実際退院にして三か月ほどたってもテニスができませんでした。

この三か月が人生で一番辛かったです。私がテニスをできない期間も周りのみんなはどんどんと強くなり、

差が広がっていくばかりの日々でした。そんな私を見て親が何とか最後の大会に間に合うように足に良い食

べ物やサプリを調べてくれたり、整体に連れて行ってくれたりしてくれました。一番感謝しています。そし

て一番支えになってくれたのは女テニの３年のみんなです。手術した後も前と変わらず接してくれて、ずっ

と私の足の心配をしてくれて、頑張れって言ってくれて、本当に感謝はしてもしきれません～ 

ソフトテニス部  宮川 悠翔・澤田 哩音 

～抜粋～ ～努力できる集団になったと思います。部員全員が団体メンバーに入るために日々の練習を大事

にしながら競い合うことで部活動全体を高め合うことができました。この２年半で学んだことは、これから生

きていく中で必ず必要になる力だと思います。そんな力をこの集団で身につけられ、一つの目標に向かってい

けたことをすごく誇りに思います。前コーチが異動し、メニューががらりと変わりました。そのこともあって

大変ですが今のコーチたちにも敬意を持ち、次の大会まで全力で取り組み、身に着けた力や技術を使える限り

使って、県大会でいい成績を残せるように３年全体で頑張って行きます。 


